青明舎　　フェイスシート

平成22年5月17日　担当：竹内　一貴

	登　録　者
	氏　名　富塚　勝幸　様　　　　　男・女　　　　　　　　　　昭和38年5月12日生（47歳）

	
	〒　八戸市尻内町字鴨ヶ池5－16　　　　　　　電話　0178－23－3899

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　携帯　090－5235－1817

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	

	
	発症時期
	16歳頃
	罹 患 期 間
	約30年間

	
	入院回数
	13回
	延べ入院年数
	

	医療機関
	青南病院　（主治医：川端Dr）
	外来受診日
	毎週火曜日

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5000円
	　　有・無（2級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級

	
	その他
	パート収入（\30,000程度）

	障害程度区分
	非該当
	負担上限月額
	1500円
	相談支援事業所
	地域生活支援センター青明舎

	日中活動の場
	パート就労

	住まいの場
	自宅

	登録年月日
	平成12年5月9日
	身長
	168cm
	体重
	68kg

	最終学歴
	八戸高校中退
	免許・資格
	大検合格

普通自動車免許

	職　歴
	商店アルバイト、清掃等

	保　護　者
	氏　名　富塚　栄子　様　　　　　　　　　続柄　母　（同居　・否）

	利用目的

就労や生活上での困ったことに対して相談

	入院・治療歴　

①昭和54年2月～　　　　　　 　黒田内科入院　　　　　　　⑧昭和62年12月～昭和63年1月　  東京養和病院入院

②昭和54年2月～昭和55年　　　青森労災病院入院　　　　　⑨昭和63年　　　　　　　　　　　　　　〃

③昭和55年（2週間）　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　⑩昭和63年（1年間）　　　　　　　　　〃

④昭和55年（2週間）　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　⑪平成2年5月～平成2年7月　　　　　〃

⑤昭和55年（2週間）　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　⑫平成2年7月～平成2年10月　　  松平病院入院

⑥昭和56年6月　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　⑬平成2年10月～平成11年4月　　青南病院入院

⑦昭和58年（2ヶ月）　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　⑭平成11年4月～現在　　　　　　  青南病院外来



	生活歴

八戸市にて出世。同胞3名の中間子。昭和53年秋頃より（本人中学3年時）自己臭を気にし始め、高校1年時の2月頃より、幻聴・被害関係妄想等出現。摂食障害、不眠となり、黒田内科へ数日入院となるが、青森労災病院紹介され入院となる。その後復学するが、以降4回入退院を繰り返し、中退している。その後、商店に勤めながら労災病院に通院しているが、頭がぼんやりする・治らないと思う等の理由で断薬し、昭和58年にも入院している。退院後、大学進学を目指し上京。アルバイトをしながら大検を受験し合格するが、その後も症状再燃し労災病院へ入院している。以降も、幻聴・恋愛妄想等出現し、数回入退院を繰り返している。平成2年松平病院へ入院中にNSに対して恋愛妄想を抱き、追いかけ回し隔離室へ入室した際、衛生課へ不当だと手紙を書く等あり、平成2年10月に同院退院し同日青南病院へ入院となっている。青南病院で入院治療行い、その間に外勤等を行うが症状再燃する等有り、結局は退職している。平成11年4月20日、同院退院し自宅から作業所へ通院しながら求職活動を行っている。平成12年6月からは甲田クリーニングで社会適応訓練事業を利用していた。平成15年7月31日に社会適応訓練事業を終了し、引き続き甲田クリーニングでパート就労している。平成21年8月頃より被害妄想が強くなり、本人も就労を継続していくことが困難との訴えあり、平成21年9月末日付けで甲田クリーニングを退職している。退職後はうみねこ幸房を利用しながら、青南病院への定期的な外来受診を継続していたが、平成22年に入り前就労先である甲田クリーニング社長から復職の打診があり、平成22年3月に復職している。その後は定期的な外来通院をし、地域活動支援センターの就労支援を受けながら、就労生活を送っている。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

現在は母親と二人暮らしをしている。

母～主たる援助者。本人の病状・就労状況について心配はしているが、直接聞くことは出来ないと話しており、スタッフ側から本人の状態について定期的に情報提供する必要がある。宗教に入信しており、活動のため自宅を留守にすることが多い。

兄弟～姉は八戸在住。弟は仙台在住。時折電話で連絡を取り合っている。




平成22年5月17日　担当：竹内　一貴

	氏　名
	　富塚　勝幸　様
	男・女
	生年月日
	　昭和38年5月12日（47歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期：本人の作業能力・精神状態の安定を図り、安定した就労生活を送る

短期：職場環境へ適応し、作業になれる


	これまでの経過

	【前回の問題点・支援について】
以前の就労先である甲田クリーニング復職にあたり、以下の支援を行っている。

①職場との調整

本人が混乱することなく復職できるよう、復職前の段階で事業所側と協議し、職場内の環境調整を実施している。復帰のスケジュールについては、復職後1週間は職場環境に慣れるため、実習として午前のみの勤務を実施。その後、段階的に時間の拡大を行い、現在は週5日、10時から16時頃（作業量によって終了時刻に変動あり）の作業となっている。賃金は離職前と同等であり、作業内容も変化はない。

②本人の状態把握

　離職時、作業工賃の変化などがあり「余った時間で幻聴が聞こえる」、「周りからのいじめや嫌がらせがエスカレートしてきている」と被害妄想が強くなり、状態悪化傾向が認められていた。うみねこ幸房利用中も継続して状態悪化傾向あり、服薬調整を行っており、作業内容、対人関係に適応できないことがあり、作業をせず幸房内で過ごしていた。復職後は対人関係の訴えは聞かれるものの、主治医との情報共有での状態把握、状態観察、スタッフが都度介入を行う事で、大きな状態悪化は見られない。

③作業能力⇒作業面においては、作業を急ぎすぎるあまり個々の作業が乱雑になっている。

　復職後より青明舎でジョブコーチ支援を実施している。作業を急ぎすぎ、一つ一つの作業が乱雑となる事がある為、都度の声かけを行っていた。現在でも商品を床に落とす、商品の扱いが乱暴であったりと問題は見られるが、事業所・ジョブコーチで正確性を重視して作業を行うようアドバイスをしている。

④対人関係⇒他利用者に対して強い口調で話したり、指示的に関わったりとトラブルに発展する可能性がある。

　復職後も離職前の対人関係で問題となっていた特定従業員の名前を出し、いやがらせをされると訴える事があるが、ジョブコーチ支援実施の際には、仕事内容を教えてもらう等本人の訴えとは異なる状況である。よって主治医からの助言を受け、実際と本人の認知の修正を図るよう、説明を行っている。また本人から訴えがある場合には状態悪化も懸念される為、事業所には本人の状況を確認するよう依頼している。

【最近の様子】
現在の支援としては、1回/週の職場訪問を実施しながら、本人の状況確認、訴えへの対応、事業所からの情報収集、事業所のフォローを行っている。

○作業状況について

本人の作業としては、Yシャツのボタン掛け、Yシャツのしわのばし、商品の袋詰め、仕分け等を行っている。作業内容は以前と変わらないため、問題はないが、自分が出来る仕事がほかにある場合にはそのとき行っている仕事を中途半端にして、他の作業を行ったりと、1つの作業が雑になる事が多い。職場内を見渡して作業を行っている事を評価しているが、1つ1つの作業を正確に行うように助言している。

○本人からの訴えについて

現在平日のみの勤務を行っているが、本人は職場になれてきた事もあり、離職前同様土曜日の勤務を希望している。以前より土曜日の勤務希望が聞かれていたが、本人が状態の自己コントロールが出来ず、負担が多くなる為、事業所と調整し、状態の安定が図れた段階で勤務を検討する事としていた。5月5日に土曜日勤務について面談を行うと、現在職親を利用して甲田クリーニングが精神障害者の雇用を行っており、その方の作業能力が高く、自らが土曜日に勤務したいと希望した時に断られる事が不安である為に土曜日勤務を早めに実施したいとの事。主治医と情報共有、指導を受けると、安定して就労を続ける為には現在のまま勤務を続けるほうがよいのではないかとアドバイスがある。本人とは復職後から3ヶ月となる5月末に振り返りをして検討していくことを伝えている。

また、対人面での訴えもあり、面談時に特定従業員の名前をだして嫌がらせを受けていると話している。内容としては以前と同様の内容を話している。また、その嫌がらせに対して「仕返しをしてやりました」とにやつきながら話す事あり。行動化することで職場内の関係性がさらに悪化する可能性があることを伝え、対応方法を検討している。

○事業主から

職場訪問の際に毎回本人の様子について聞き取りし、対応方法について検討を行っている。社長としては本人が落ちつきなく作業を行う事や負担が大きくなり状態悪化する事を懸念しているとの事。対応方法については都度落ちついて正確に作業を行うように声かけをしていると話す。職場内での本人の様子については常に気にかけてくれている。




	支援内容
	介入方法
	支援期間

	①就労生活の維持
	· 定期的な職場訪問を実施し、作業状況、職場内での様子を把握する。

· 定期的な面談を実施し、本人の訴えを傾聴し、解決方法を検討する機会を設ける。

· 職場内で問題が見られる場合には、事業主と共同で対応方法を検討し、問題の修正を図る。

· 対人面での不安を訴える場合には、SSTを用いて行動の修正を図る。

· 病状変化が顕著である為、主治医との情報共有を密に行い、適宜助言を受ける。
	　3ヶ月 

	②本人の状態悪化を防ぐ
	· 定期的な面談を実施し、本人の変化に対応する。

· 職場訪問の際に、事業主からの情報収集を行い、状態変化を把握する。

· 主治医との情報交換を行い、状態把握を行う。

· 必要時は外来受診同行し、主治医から本人の状態について確認する。
	3ヶ月


プラン計画者　氏名：竹内　一貴































